
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大島町子ども家庭支援センター             通信２６７号（2023年８月号） 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

                                                                 

                                                                                                                                 

                                                                

 

 

 

 

 

 

 
 

日 月 火 水 木 金 土 

 １ ２ ３ ４ ５ 

６ 
わかば相談 

７ 
わかば相談 

８ ９ 
身長体重計測日 

９：３０～ 

１０  １１ 
山の日 

１２ 
うちわ作り週間終 

１３ １４ 
自然物で作ろう 

週間始 

１５   １６ 
 

１７  １８  １９ 

２０ ２１ ２２  ２３ 
身長体重計測日 

９：３０～ 

２４ ２５ ２６ 
 

２７ ２８ ２９  

ベビークラス 

３０ ３１ 
こまめに水分補給を！ 

一度にたくさん飲むのではなく、

汗をかく前にこまめに飲むようし

ましょう。 

～１２日（土）まで  うちわ作り週間  

 好きな時間に来て、可愛いうちわを作ってください。世界に一つだけのうちわを作りましょう。 

６・７日（日・月）わかば相談 臨床心理士 今村泰洋さん    

悩みや困ったことを相談してみませんか。ご希望の方はお早めに☎２－２３９８にご連絡ください。 

生涯学習センター・郷２Ｆ相談室にて行います。 

９日・２３日（水）身長・体重計測日 ９：３０～１２：００   

身長・体重を計測したり、育児の相談等にも応じます。 

１４日（月）～９／２（土）  自然物で作ろう週間    

 大島で見つけたシーグラス・流木・貝殻等を使って色々な物を作りましょう！ 

２９日（火）ベビークラス １０：３０～ 保健師 

赤ちゃんの発達についてのお話や遊びの紹介などをします。 

 

 

 

 

 

 

 わ～わ・くらぶ 

 

 

 

○乳幼児親子の出会いの場、ゆっくり過ごせ

る場所です。 

○子育ての情報交換や仲間づくり 

○子育ての講座や行事 

○子どもと家庭の相談も随時、お声けくださ

い。 

○授乳やおむつ替えが出来るスペースがあ

ります。 

利用時間  月曜日～土曜日（祝日を除く） 

９：３０～１6：００ 

所在地  大島町野増字大宮 

     野増地域センター内 

電話   ０４９９２－２－２３８１ 

E-mail c050701@town.tokyo-oshima.lg.jp 

 

 

 

・育児の仕方や子どもとの関わり

・子育ての悩みや家事の事・子どもの発達や行動 

・保護者の気持ち ・療育にお困りの時 

・子育ての支援についての情報提供 

＊相談内容により、他の機関などをご案内する

場合もあります。 

虐待に気づいたら、虐待が疑われる場合は速や

かに連絡相談をしてください。連絡、相談された

方が特定されないよう秘密は守ります。 

利用時間 月曜日～金曜日（祝日を除く） 

９：００～１７：００ 

所在地  大島町元町字丸塚５４８－１ 

     大島町生涯学習センター・郷２階 

電話   ０４９９２－２－２３９８ 

E-mail c050701@town.tokyo-oshima.lg.jp 

 

Ｅ- 

 

 

 

 

電話  ０４９９２－２－２３９８ 

E－mail  shien@town.tokyo-oshima.lg.jp 

 

 

 

 

 

       

        

 

支援センターは夏の間も通常どおり開所しています。 

海はまだちょっと・・・という赤ちゃんや疲れ気味で休養をとりたい時には、センターにいらしてください。

赤ちゃん用のビニールプール・タライで、ゆったりと水遊びができます。ソーシャルディスタンスを保つた

め、１人１つのプール・タライでの水遊びになります。使いたい時は職員が準備しますので声をかけてくだ

さい。 

☆水・プール遊びの時は、水着やＴシャツ・パンツを着用して遊びましょう。 

☆シャワーが使えるので、タオルや着替えを持ってくると便利です。☆水分は各自でご用意ください。 

★学童サポート★ 小学生の預かり受けはしていませんが、小学生だけで自由に遊んだり、涼しい環

境の中で勉強することができますのでご利用ください。 

 

野増地域センター内 

子ども家庭支援センター 

（子育てひろば事業等） 

 

 

Ｐ 

 

Ｐ 

 

生涯学習センター 郷２階 

子ども家庭支援センター 

（子ども家庭総合相談事業） 

 

 

皆さんにひろばで遊んで頂く為に以下のご協力をお願いします。 

●利用当日、親子で体温を計測してください。 発熱（３７，５℃以上）以外に、咳・鼻水・下痢・嘔吐 

などの体調不良、食欲がない、機嫌が悪いなど、いつもと異なった様子の時は利用をご遠慮ください。 

●解熱後２４時間以上が経過し、その他の症状が改善傾向となるまでは、同様の対応をお願いします。 

併せて、同居家族に発熱や呼吸器症状等の風邪症状がある場合は、利用を控えていただくようご協力を

お願いします。 

●受付時の検温は引き続き実施しますのでご協力をお願いします。 

●帰り際、使ったおもちゃは使用済みおもちゃ用のかごの中に入れるようにしましょう。 
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 １才過ぎから始まるイヤイヤ。駄々をこねたりかんしゃく

が続くと子どもとの接し方に悩んでしまいますよね。でもイ

ヤイヤは子どもにとっては大きな心の成長で、自我が芽生え

てきた証なのです。「私はこうしたい！」「これが好き！」

という明確な意志をもつことが、自立への第一歩につながり

ます。２才を過ぎると「じぶんで！」と何でも自分でやりた

がる姿がでてきます。この時期の子どもは、何でも自分でし

たがりますが手を貸そうとすると「イヤ！」と反発し、特に

２才代では自分ではうまくいかず大泣きすることが多くな

ります。２才頃のイヤイヤは、伝えたい思いをうまく表現で

きず、自立心が発達したことで何でも自分でやってみたい、

でもうまくいかないもどかしい感情が隠されています。そん

な時は「○○したかったんだね」とまずは子どもがうまく表

現できずにいる気持ちを代弁してあげましょう。それでも

「イヤイヤ」を連発するようなら「そうだよね、イヤだよね」

と共感を示すことで「理解してくれている」と伝わるはずで

す。３才近くになると、思いを言葉で表現できるようになり、

それとともに少しずつイヤイヤも自然と治まったり、また

“待つこと”“我慢すること”も少しずつ覚えていきます。 

 

 人は笑うと、イライラやむかつきなどマイナスの感情が薄らぎ

ます。これは笑いに、自律神経のバランスをよくし、心の緊張をほ

ぐす働きがあるからです。ある実験では、ユーモラスなビデオを１

時間見せたグループで、ストレスがかかると出るホルモンが減少

していることがわかりました。 

ぜひ、家族みんなで笑っておしゃべりしたり、テレビを見たりし

て笑いの効果を取り入れてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことも必要です。 

あ 

 

 

家族の 

 

 

 

 
知っ  得！ コラム 

 

青い空と白い雲。セミの元気な鳴き声が響いていて夏真っ盛りです。連日うだるような暑さが続いていま

すが、室内でも熱中症に気をつけなければなりません。気温に注意がいきがちですが熱中症対策の指標とな

る「暑さ指数」において、気温よりも重要な要素とされているのは湿度です。湿度が高いと発汗しても汗が

引かず、体温調節の働きが鈍くなってしまいます。バランスの良い食事と十分な睡眠を心がけ、扇風機やエ

アコンを上手に活用し、暑い夏を乗り切りましょう！ 

  

 

 

・子どもの気持ちをくんで言葉にする。イヤイ

ヤへの対応は叱るのではなく、子どもの気持

ちを代弁することが一番です。 

・できるだけ余裕をもつ。子どもも親もお互い

イライラする時は、パパや祖父母など代わっ

てもらえる人がいるといいですね。 

・イヤイヤのきっかけを減らす工夫をする …

いつも同じことでイヤイヤする時は、事前に

隠したり別のものを用意しておくことも ◎ 

・二者択一で子どもが選ぶ。イヤイヤが始まっ

た子は自分で決めたことはやろうとするの

で、子どもに選択肢を与えるのも ◎ 

・煮詰まったときは、気持ちを切り替える散歩 

やおやつタイムなどでシチュエーションを 

変えることも ◎ 

・つい声を荒げてしまい「しまった。言い過ぎ

た」と感じたら後からでもいいので「さっき

はごめんね」と素直に子どもに伝えましょ

う。子どもはパパとママを見て育つので、間

違った時や言い過ぎた時は素直に謝ること

も大切です。 

暑い夏を元気に乗り切るポイント 

 

水分補給 
皮膚のケア 

室温管理 

紫外線対策 

  ※日常の生活で水分を補給する時は、水や麦茶がお

すすめです。 

※経口補水液は脱水の時や熱中症の疑いがある時

に塩分や水分を少しずつ補給するためのもの、ス

ポーツドリンクは小学生以上の人が短時間に大

量の汗をかいた時に飲むものと心得ましょう。 

※うなじに直射日光が

当たらないよう、垂

れの付いた帽子がお

すすめです。 

木陰などでは帽子を

取って風を通してあ

げると気持ちがいい

です。 

 
【子どもは熱中症になりやすい】 
・汗を分泌する機能が未発達なので、体に熱がこもりやすく体温が上がりやすいです。 
・身長が低いので、大人と同じ場所にいても照り返しの影響を強く受けます。 

・夏の車内は危険！大人と子どもは感じ方が違います。大人が一緒だからと言って 

安心はできません。冷房を適切に使いましょう。 

 

 

 

 

 

 心の不調を寄せ付けない の習慣 

自分でできる！ 

メンタルケア  

疲れを感じた日は早め
に休息を。１日の疲れ
はその日のうちにリセ
ットしましょう。 

 

 

長時間の同じ姿勢や、座
りっぱなしを避けるこ
と。ストレッチやウォー
キングなど、気持ちよく
体を動かす習慣を。 

規則正しく、栄養バラン
スの取れた食生活を心
掛けて。できるだけ孤食
は避けましょう。 

 

 

「今日は何しよう」と
迷うことがストレスや
疲労につながること
も。縛られない範囲で
ルーティンを決めて、
心の省エネを。 

 

 
誰かと意思疎通を図ること
はストレス発散になります。
ペットやロボットなどに気
持ちをうちあけるのもおす
すめです。 

 

 

動画の視聴や情報収集など、イ
ンターネットを上手に活用して
気分転換を（但し、疲れていると
きは距離を置く心がけも必要） 

 

 

運動や旅行など、アクティブな過ごし
方は気分転換になりますが、疲れてい
るときは無理をしないこと。疲れがた
まっているときは、リラックスしての
んびり過ごすことを優先しましょう。 

 

 

家族で実践❣ 

メンタルケア 

自分が気持ちよく実践するこ
とが大事です。返事を期待す
るのはストレスのもとに！

 

 

気になる様子があれば「何があっ
た？」などと、優しく声掛けを。 

 

 

夕食時など、家族が顔を合わせる
時間に、意図的に気持ちを話し合
う場を設けるのがおすすめ。 

 

 

～ひろば～ ６・７月の窓から 


